
す
で
に
広
報
等
で
周
知
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
根
室
市
は
今
年
度
、
国
の
補
正
予
算
に

よ
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
交
付
さ
れ
た

3
億
８
５
７
３
万
円
を
活
用
し
て
、
福
祉

灯
油
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
免
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
別
な
制
度
で
子
ど
も

１
人
2
万
円
の
子
育
て
応
援
手
当
の
支
給

作
業
が
進
め
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
で
可
決
し
た
市
民
一

人
1
万
３
０
０
０
円
を
給
付
す
る
「
食
料
品

等
物
価
高
騰
生
活
支
援
給
付
金
」
は
申
請

方
法
が
二
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
登
録
し
た
公
金
受
取
口
座

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
出
来
る

方
は
３
月
1
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
が
出
来

な
い
方
は
5
月
中
旬
以
降
に
市
役
所
か
ら

申
請
書
が
送
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
だ
と
3
月
下
旬
か
ら
順
次
給
付
で

き
る
の
に
対
し
て
、
書
面
申
請
の
場
合
は
6

月
下
旬
か
ら
の
給
付
と
な
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
時
期
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
。

市が一人13,000円給付など物価高騰対策
令和８年第２回 根室市議会１月補正予算

1
月
30
日
、
根
室
市
議
会
は
令
和
8
年
第
2
回
１
月
緊
急
議
会
を
開
催
し
、
国
の

経
済
対
策
に
も
と
づ
く
市
民
ひ
と
り
１
万
３
０
０
０
円
を
給
付
す
る
「
食
料
品
等
物

価
高
騰
生
活
支
援
給
付
金
」
や
普
通
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
建
設
基
金

へ
の
積
立
な
ど
約
5
億
２
１
９
２
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

2025年 市内の出生数90人 減少続く
外国人は８２９人で前年から１１２人増加

生
活
保
護
費
の
不
当
な
減
額
へ
の
対
応

自
治
体
か
ら
も
国
へ
し
っ
か
り
と
意
見
を

今
回
の
補
正
予
算
で
は
国
が
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
１
５
年
に
行
っ
た
生
活
保
護
費
の

大
幅
削
減
を
最
高
裁
が
違
法
と
判
決
し
た

問
題
で
、
当
時
削
減
さ
れ
た
保
護
費
の
補
償

を
行
う
た
め
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

う
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

「補
償
」
と
言
っ
て
も
、
国
は
元
の
保
護
費
に

戻
す
の
で
は
無
く
、
保
護
費
を
別
な
形
で
再

減
額
し
て
か
ら
差
額
を
補
償
す
る
と
い
う
信

じ
が
た
い
対
応
を
と
り
ま
し
た
。
し
か
も
訴

訟
原
告
団
だ
け
特
別
給
付
金
を
上
乗
せ
す

る
極
め
て
不
平
等
な
や
り
方
で
す
。

根
室
市
は
シ
ス
テ
ム
改
修
の
あ
と
、
広
報
周

知
や
相
談
窓
口
の
設
置
を
行
い
、
保
障
は
新

年
度
以
降
の
対
応
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

補
償
対
象
や
金
額
は
現
時
点
で
は
未
定
で
す

が
、
す
で
に
10
年
も
前
の
話
で
す
。
亡
く
な
っ

た
方
は
補
償
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
ま
た

市
外
に
転
出
し
た
方
は
行
方
の
調
査
も
困
難

で
す
。
一
刻
も
早
い
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
か

つ
補
償
の
支
給
漏
れ
が
無
い
よ
う
に
自
治
体

任
せ
に
せ
ず
に
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
対
応

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
来
な
ら
生
活
保
護
を
認
定
で
き

た
方
も
不
法
な
基
準
額
の
た
め
に
保
護
の
対

象
に
な
ら
な
か
っ
た
方
、
あ
る
い
は
就
学
援

助
や
水
道
料
金
等
の
減
免
な
ど
自
治
体
が

保
護
基
準
を
参
照
し
て
独
自
に
実
施
し
て
い

る
施
策
の
対
象
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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市
は
給
付
金
の
作
業
量
が

膨
大
と
な
る
た
め
臨
時
の

担
当
部
署
を
設
け
ま
し
た

が
混
乱
を
避
け
る
た
め
に

初
の
取
り
組
み
で
あ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
を
優
先
し
て
処

理
し
、
作
業
が
概
ね
完
了
し

た
後
に
書
面
申
請
の
受
付

を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。

な
お
根
室
市
民
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は

86
・
6
％
で
す
が
、
そ
の
う

ち
公
金
受
取
口
座
を
登
録

し
て
い
る
方
は
57
・
6
％
で
、

市
民
全
体
で
み
る
と
約
半

数
ほ
ど
の
よ
う
で
す
。

根
室
市
市
民
課
の
統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
1
月
～
12
月
ま
で
の
根
室
市
民
等
の

出
生
数
は
90
名
で
昨
年
を
５
名
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
死
亡
者
数
は
４
２
２
名
で

昨
年
を
２
名
上
回
り
、
「自
然
減
」に
よ
る
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

12
月
末
の
根
室
市
の
人
口
２
万
１
９
１
８
人
。

２
０
２
１
年
に
策
定
し
た
「
第
２
期
根
室
市
創

生
総
合
戦
略
」
の
短
期
目
標
（
２
０
２
５
年
に
２
万

２
４
５
３
人
）
を
５
３
５
人
下
回
り
ま
し
た
。

市
総
合
政
策
室
に
よ
る
と
第
２
期
総
合
戦
略

は
２
０
２
４
年
12
月
ま
で
の
計
画
期
間
を
1
年

延
長
し
、
新
年
度
（
２
０
２
６
年
度
）
改
定
に
向
け

て
今
後
、
有
識
者
会
議
な
ど
も
開
催
し
て
い
く

考
え
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
根
室
市
は
こ
ど
も
医
療
費
、
学
校

給
食
費
無
償
化
を
は
じ
め
様
々
な
子
育
て
支
援

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
先
進
的
な
施

策
を
活
か
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
繋
げ
て
い
く
の
か
。

市
は
今
年
度
か
ら
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
が
、
保
健
師
な
ど
子
育
て
支
援

に
関
わ
る
専
門
職
の
確
保
が
引
き
続
き
大
き
な

課
題
で
す
。
引
き
続
き
、
様
々
な
困
難
や
不
安

な
思
い
を
抱
え
る
保
護
者
や
住
民
の
方
々
に
寄

り
添
っ
た
市
政
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

同じく根室市市民課の統計によると２０２５年12月末時点の
市内外国人の人口は８２９人と前の年から１１２人増加しました。
総人口の3.8％を占め、地域産業の担い手のみならず買い物
など地域経済を支え、またお祭りなど様々な活動でも地域の
一員として大きな存在となっています。しかし近年は日本各地
で、外国人を不当に排斥する恐ろしい風潮が広がり、一部の
政党はそれを扇動するような主張を掲げています。
根室市は今年度、「日本人市民と外国人市民が互いに理解

し、尊重し合いながらともに地域をつくっていく」ことを目的に
「多文化共生推進プラン」を策定する作業を進めています。

今年の「根室市 20歳のつどい」のしおりにもたくさん外国の方の名前
が掲載されていました。

国
に
対
し
て
、
何
故
こ
の
よ

う
な
問
題
が
起
こ
っ
た
の
か
、

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

検
証
と
対
策
を
行
っ
て
い
く

よ
う
に
地
方
か
ら
声
を
上
げ

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
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